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V72b ALMA Band8 2SB受信機における Image Rejection Ratio測定
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2005年春季年会では、DSBミクサを搭載したALMA Band8（385-500GHz）Engineering Model（EM）受信
機に対して、Sideband Ratioを測定した。

今回我々は、2SB受信機における Image Rejection Ratio (IRR) 測定システムの開発に成功した。IRRとは、
サイドバンド分離受信機における観測信号とイメージ信号のゲインの比であり、受信機のキャリブレーションの
ためには正確に知る必要がある。本測定法は以下の通りである。まず、LO周波数 fLOに対して±fIF だけ異なっ
た周波数の Signalをそれぞれ入力し、その時の IF出力をスペクトルアナライザによって読み取っておく。次に、
Hot loadと Cold loadを印加したときの IF出力の変化を測定し、それらの測定値からUpper側と Lower側にお
ける IRRを計算するというものである。今回、Dual Polarizationかつ 2SBである ALMA Band8 Qualification
Model (QM) 受信機に対して、実際に IRR測定を行った。我々が開発したQMは、385-500GHzという高周波数
帯においては世界で初めての 2SB受信機である。

本公演では、得られた IRR測定結果の進捗、考察を発表する予定である。


